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れたのみであった｡ 最近報告され た Stanton
(1961)9)の方法は,実験的に作成 した肺の多発






























































実 験 結 果
1) 肺の変化
剖検に際 して最も顕著な病変が肺にみられた

















































































































Ⅰvb 〝 - MC+Tub:42 3
ⅠVc 〝
rvd "
Tub; MC . 6
TubMC+Tub 80 . 5




























































































































































%に達 した｡感作動物肺に MC と結核菌とを
同時に注入する場合にも, 同じく80%近 く瞳
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写真10
右肺下葉の鶏卵大の腫癌で,割面の中心は空洞化し
てゼラチン様物質を貯滑｡組織学的には后平上皮癌っ
(ⅠVa群 No.325)
写真11
右肺上薬の空洞性病変,多くは乾酪壊死性で壁の一
部に角化の強い后平上皮癌を認める｡(ⅠVb群No.554)
写真12
右肺上中下葉全般に亘る多房性の壊死病巣,一部に
ケラチン造成の強い粘膜上皮の上皮様化生っ (ⅠVb群
No.692)
写真13
左下葉にみられた白亜化様の病変｡組織学的にほ乳
喋性発育を伴う偏平上皮癌っ(ⅠVd群 No.558)
写真14
左下葉にみられた嚢腫様壊死巣の壁で肉芽 層 は厚
く,その一部は康平上皮癌の浸潤がある｡他の肺葉に
も壊死性病変の撒布があるo(ⅠVd群 No.826)
写真15
左下葉にみられた巨大な嚢腫様后平上皮癌o (ⅠVd
群 No.1677)
写真16
右上下葉にみられた乾酪壊死性病変｡病巣の一部に
角化の強い気管支粘膜上皮の上皮様化生がある｡(ⅠVb
群 No.513)
写真17
右肺全体に及ぶ集合乾酪壊死性病変っその壊死病変
の一部は鱗片状角化物をいれ,上皮の化生が著明であ
る｡(ⅠVd群 No.1172)
写真18
右肺下葉にみられた乾酪壊死病巣っ一部に上皮の化
生が著明であるが,癌性浸潤は認められないo(ⅠVb群
No.638)
写真19
気管支粘膜のリンパ網状織増殖｡また上皮の再生は
明らかでない｡(ⅠⅠIa群 No.176) ×200
写真20
乾酪壊死性病巣とその周囲の肉芽性病変っ線維化さ
れた廉痕性肉芽の上に一層の気管支上皮の再生が認め
られる｡(ⅠⅠIa群 No.109) ×200
写貢21
気管支粘膜のmetaplasiaに伴うケラチンの造生｡
気管支内はケラチンで充されるが,粘膜上皮の増殖は
著明でない｡(ⅠⅠIa群 No.174) ×200
写真22
気管支上皮の角化を伴うmetaplasia｡ 株細胞の増
殖っ(ⅠⅠIb群 No.773) ×200
写真23
同じく角化を伴う気管支上皮の metaplasia｡移行
細胞の増殖が著名で,その一部は浸潤傾向を現してい
る,(ⅠVb群 No.638) ×200
写真24
乾酪壊死巣の集合で,気管支上皮の再生と壊死物質
に混在する鱗状角化物｡(ⅠⅠIc群 No.656) ×50
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写真25-30
気管支上皮の上皮様化生から起る初期浸潤像｡いず
れも上方が壊死を有する巨大な病巣で,粘膜肉芽を通
して下方-浸潤を開始o x200
25(ⅠVd群 No.555)は棟細胞,26(ⅠVd群 No.836)は
移行細胞,27(ⅠⅠIa群 No.128)は移行細胞,28(ⅠVd群
No.680)は基底細胞,29(ⅠVd群 No.563)は棟細胞,
30(ⅠVd群 No.1106)は基底細胞の浸潤増殖り
写真31-36
各種后平上皮癌組織の一部｡ ×200
31(ⅠVd群 No.617)は典型的 epidrmoid型,32(ⅠVc群
No.178)は多少細胞が移行形をとるもの｡一見腺癌様
構造だが角化を伴う｡33(ⅠⅠIb群 No.490)は麦粒細胞
癌様,但し角化層を伴う例,34(ⅠVb群No.145)は浸潤
傾向の強い典型的后平上皮癌,35(ⅠVd群No.637)は問
質の増殖の強い硬性癌,36(ⅠⅠIc群 No.656)は未分化
細胞の角化,左上にみられる増殖した粘膜上皮の変形
移行細胞と同質の細胞が広 く浸潤している｡
写真37,38
主病巣は境界鮮明で,辺縁部に僅かに乳喋状に増殖
した腫癌組織があり(写貢37),そのごく一部において
腫療組織の不整増殖が認められ(写真38),角化は極め
て著明で主病巣の殆どが白亜化様でエオジンに淡染っ
(ⅠVb群 No.557) ×80
写真39
乳喋様発育の強い南平上皮癌｡写真の中央部に浸潤
部をみる｡(ⅠVa群 No.481) ×50
写真40
上方は epidermoid型,下方は典型的な浸潤性后平
上皮癌｡他の部位で両者の移行型が容易に認められる｡
(ⅠVa群 No.481) ×200
写真41
同上癌組織の肋膜転移巣｡ ×200
写真42
上方は典型的な腺癌,下方は不明瞭な后平上皮癌｡
更に下方に典型的な角化の強い扇平上皮癌病巣 が あ
る｡(ⅠVa群 No.178) ×80
写真43
気管支内における粘膜上皮の乳喋状発育｡細胞は正
常っ(ⅠVb群 No.437)
写真44
気管支粘膜の乳喋様発育とこれに伴って起った移行
細胞の著明な増殖｡carcinomainsituに相当する病
的変化の一部っ(ⅠVb群 No.819) ×200
写真45
気管支に伴う小血管の周囲に granuloma様に発育
した形質細胞の増殖っ(ⅠⅠIb群 No.120) ×200
写真46
肺疲痕部にみられる adenoma様の変化っ好中球の
溶出壊死を随伴するっ(ⅠVc群 No.314) ×80
写真47
肺にみられる肉腫の典型的組織像｡(ⅠⅠIa群No.175)
×200
写真48
小気管支周囲にみられた廠痕病巣の一部で異型細胞
の増殖があり肉腫発生の初期を思わせる像｡ (ⅠVb群
No.497) ×200
